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八幡神社　　第１期震災復旧工事完了

米川八幡神社は、平安時代の康平５年（１０６２）、源頼義・義家が安倍貞任・宗任一族との戦に勝利し、祈願
成就として建立した八幡宮と伝えられている。その後荒廃した八幡宮を、永禄７年（１５６４）、鳩岡城主葛西民
部少輔の子、孫太郎が再建し、祭日を９月１５日に定め、神輿渡御が行われるようになった。
明治元年（１８６８）の神仏分離令により、別当寺であった八幡山大誓寺が廃され、改めて八幡神社となり、明
治６年（１８７３）に村社に列した。現在の本殿は、寛政６年（１７９４）に建替えされたもの。
嘉永５年（１８５２）に奉納された花天井はじめ、本殿内外に多くの奉納額が掲げられているが、その中には、幕
末の仙台藩領内の著名な俳人５人と村の俳人たちの俳句額があり、安政４年（１８５７）に奉納されている。国
道を挟んで東方の森には、末社となっている若草(わかくさ)稲荷大明神が鎮座していて、町内外の人々から
尊崇されている。　　　平成17年3月15日　東和町（現登米市）文化財指定

永年の風雨と、震災によって屋根などが損壊。この
状況に地域の方々より「貴重な遺産を今復旧しない
と」の声が上がった。
昨年、準備会を経て、４月２８日、八幡神社震災復旧
実行委員会（実行委員長＝丸森仲吾氏）を素早く立
ち上げ、復旧に向け活動を開始した。昨年12月、屋
根の修復などの第1期工事が無事完了。地域のみな
さんから安堵の声が聞こえました。
第2期工事はこれからで、階段・回廊・高欄などの
付帯部分と仕上げに着手。3月中に完了予定。
当初より復旧に向け大きな障害だった資金調達は、
地域のみなさんからの多大な奉賛金のほか、登米
市・宮城県からの補助金によって資金確保ができま
した。（今後の計画については随時掲載予定）
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豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
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火
伏
せ
祈
願
と
厄
払
い

　
　
　
米
川
の
水
か
ぶ
り

　
約
８
０
０
年
前
か
ら
米
川

五
日
町
に
伝
わ
る
火
伏
せ
行

事
「
米
川
の
水
か
ぶ
り
」
が

2
月
9
日
、
米
川
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
宿
（
菅
原
家
）
で
、
わ
ら

装
束
を
支
度
し
、
顔
に
か
ま

ど
の
ス
ス
を
塗
り
付
け
た
1

人
は
、
大
慈
寺
境
内
の
秋
葉

大
権
現
に
参
拝
。
こ
の
時
か

ら
「
神
の
化
身
」
と
な
っ
た

男
衆
は
、
町
に
繰
り
出
し
、

軒
先
に
置
か
れ
た
桶
の
水
を

屋
根
に
威
勢
よ
く
か
け
て
火

伏
せ
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
創
作
太
鼓
と

　
　
佐
沼
鹿
踊
り
が
応
援

　
今
年
は
宮
城
県
太
鼓
連
盟

登
米
支
部
（
支
部
長
＝
久
保

泰
宏
氏
）
の
4
団
体
（
津
山

創
作
太
鼓
、
豊
里
風
太
鼓
、

米
山
丸
山
太
鼓
、
森
風
輝
龍

太
鼓
）
の
力
強
い
演
奏
と
佐

沼
鹿
踊
り
（
伝
承
会
会
長
＝

高
橋
永
喜
氏
）
の
勇
壮
で
活

発
な
舞
い
が
披
露
さ
れ
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
米
川
の
水
か
ぶ
り
保
存
会

（
会
長
＝
菅
原
淳
一
氏
）
で

は
、
今
年
は
土
曜
日
開
催
で

多
く
の
見
物
客
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
1
月
よ
り
イ
ベ

　
 

フ
ラ
ダ
ン
ス

　
 
教
室
開
催

　
　
 
主
催
米
川
公
民
館

 
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と

世
代
間
の
交
流
を
推
進
し
、

健
康
で
楽
し
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
そ
う
と
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
教
室
（
お
試
し
コ
ー
ス
）

を
、
2
月
1
日
、
米
川
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
に
は
、
米
川
地

域
の
女
性
1
名
が
参
加
。
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て

の
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
講

師
か
ら
基
本
動
作
を
丁
寧
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
「
新
年
度
に
な
っ
た

ら
こ
の
教
室
を
年
数
回
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が
多

数
あ
り
、
公
民
館
の
新
規
事

業
に
採
用
予
定
で
す
。
ご
期

待
下
さ
い
。

　
▽
講
師
先
生
紹
介

米
倉
マ
リ
ア
ジ
ェ
ッ
サ
さ
ん

ン
ト
を
企
画
。
「
寒
い
中
、

大
勢
の
見
物
客
や
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
頂
い
た
創
作
太
鼓

と
鹿
踊
り
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
菅
原

保
存
会
長
。

　　
米
川
小
学
校
児
童
が

　
 
　
休
日
返
上
で
見
学

　
米
川
小
学
校
（
校
長
＝
伊

藤
文
由
氏
）
で
は
「
地
区
の

伝
統
行
事
に
触
れ
、
郷
土
を

愛
す
る
心
情
を
高
め
る
」
を

ね
ら
い
と
し
て
、
全
校
児
童

が
休
日
返
上
で
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
を
見
学
。
ま
た
、
今
年

も
水
か
ぶ
り
に
五
日
町
の
6

年
生
１
名
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
学
校
あ
げ
て
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
楽

し
く
印
象
に
残
っ
た
課
外
授

業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
米
川
の
水
か
ぶ
り
は
、
平

成
１
年
2
月
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

復
興
支
援

兵
庫
口
福
寄
席

　
協
力
　
米
川
小
学
校

　
地
域
の
み
な
さ
ん
や
児
童

た
ち
に
も
っ
と
元
気
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
、
復
興
支
援

兵
庫
口
福
寄
席
（
主
催
＝
兵

庫
口
福
寄
席
実
行
委
員
会
）

が
、
２
月
９
日
、
米
川
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
席
に
は
、
地
域
の

方
々
、
児
童
、
保
護
者
ら
約

１
７
０
名
が
来
場
、
本
物
の

落
語
を
生
で
楽
し
み
、
元
気

を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
席
は
、
米
川
小
学

校
が
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

23 

11 

12 

12 

県太鼓連盟登米支部のみなさん 

佐沼鹿踊伝承会のみなさん 

24 23 

左から桂文三師匠、桂雀喜さん、笑福亭喬介さん 

初体験！フラダンスを楽しんだ参加者 
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      よねかわ情報コーナー　（催し物）

 東家流華の会 ﾁｬﾘﾃｨｰｼｮｰ
と   き     3月24日（日）　　10:30～14:30
ところ      米川公民館
前売券    １，０００円

第
4
回
支
部
長
杯
争
奪

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

　

優
勝
米
川
２
区

　
　
　
　
　

準
優
勝
も
２
区

　
冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消

と
世
代
間
交
流
を
目
的
と
し

た
、
第
4
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大

会
（
主
催
＝
東
和
地
区
体
育

協
会
米
川
支
部
）
が
、
２
月

１
日
夜
、
米
川
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
地
域
の

住
民
で
構
成
す
る
1
チ
ー
ム

1
名
が
参
加
。
最
年
少
は
１

才
、
最
高
齢
は
老
人
会
チ
ー

ム
の
１
才
。
年
の
差
を
感
じ

さ
せ
な
い
真
剣
勝
負
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝
　
米
川
2
区
Ｂ

▽
準
優
勝
米
川
2
区
Ａ

▽
第
3
位
ホ
ー
ス

(

1
区

)

米
川
長
生
大
学

閉
講
式
開
催

　
　
　
　
米
川
公
民
館

　
一
年
の
活
動
の
締
め
と
し

て

、
米
川
長
生
大
学

（
運
営

委
員
長
＝
佐
藤
尚
衛
氏

）
が

2
月
1
日

、
米
川
公
民
館
で

閉
講
式
を
開
催

。
1
3
1
名

の
会
員
が
参
加
し

、
寿
証
書

を
授
与
さ
れ
ま
し
た

。

　
閉
講
式
に
合
わ
せ

、
齋
藤

胞
志
講
師

（
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や

ぎ

）
の
健
康
講
演
が
行
わ
れ

軽
快
で
楽
し
い
ト
ー
ク
や
マ

ジ
ッ
ク
に
参
加
者
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た

。

　　　
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
堪
能

　
閉
講
式
の
後
に
行
わ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は

、
９
つ

の
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露

さ
れ

、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た

。

 
 

 

 
 

米
川
公
民
館 

俳
句
教
室 

 
 

 
 

二
月
の
『一
人
一
句
』 

（節
分
、椿
、雉
） 

  

選
者 

＝ 

米
川
公
民
館
俳
句
教
室
講
師  

藤
野 

尚
之 

氏  

   

片
藪
に
一
声
残
し
雉
翔
（か
け
）る 

  

節
分
会
七
色
巻
で
福
を
呼
ぶ 

  

裂
ぱ
く
の
妻
呼
ぶ
声
や
河
岸
の
雉 

  

孫
弾
き
し
ピ
ア
ノ
の
音
色
雉
ほ
ろ
ろ 

  

よ
う
や
く
の
眠
り
破
ら
る
雉
ほ
ろ
ろ 

  

紅
椿
咲
い
て
祠
の
導
（し
る
べ
）か
な 

  

節
分
や
風
呂
敷
拡
げ
豆
拾
ふ 

  

椿
手
に
お
ど
け
て
姉
の
フ
ラ
メ
ン
コ 

  

節
分
や
巳
年
の
夫
の
動
き
出
す 

  

実
家
（さ
と
）流
れ
更
地
に
咲
き
し
藪
椿 

  

南
面
の
石
垣
に
散
る
紅
椿 

            

       

選
者
の
一
句 

      

藪
椿
開
明
坂
を
川
に
落
つ         

藤
野 

尚
之 

 

 

米
川  

千
葉
富
子 

米
谷  

亀
卦
川
た
き
子 

米
谷  

渡
部
康
郎 

米
川  

千
葉
サ
キ
コ 

米
川  

小
野
寺
和
彦 

米
川  

小
野
寺
好
道 

米
川  

千
葉
勝
保 

米
川  

村
上
君
枝 

米
川  

及
川
裕
子 

米
川  

及
川
豊
子 

錦
織  

及
川
守
男 

14 

75 

63 

14 

16 

10 

主 催：東家流華の会 

後 援：登米市社会福祉協議会   米川地域振興会 

豪華副賞？を賭け、真剣勝負の参加者 

26 

トークやマジックに大笑いの参加者 
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19 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
1 金 あばせﾖｶﾞ教室 20 水

観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修、あばせGG教室 21 木
米川剣道ｽﾎﾟ少 22 金 米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ

3 日 23 土 あばせGG教室
古文書学習会、福扇会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 24 日 東家流華の会ﾁｬﾘﾃｨｰｼｮｰ、黎明太鼓
ｼﾆｱ体力づくり教室、米川剣道ｽﾎﾟ少 25 月 福扇会、ｼﾆｱ体力づくり教室

5 火 米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ、東和中PTA 26 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
6 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室、米川小PTA 27 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
7 木 28 木
8 金 つるし飾り、絵手紙教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 29 金 あばせﾖｶﾞ教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
9 土 あばせGG教室、米川剣道ｽﾎﾟ少 30 土 あばせGG教室
10 日 黎明太鼓 31 日
11 月 福扇会、ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少

若草会、ふれあいｻﾛﾝ 1 月 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、ｼﾆｱ体力づくり教室
ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 2 火 若草会、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ

13 水 泉趣会、あばせﾖｶﾞ教室 3 水
14 木 4 木
15 金 絵手紙教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 5 金 米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
16 土 あばせGG教室  ※公民館事業又は利用許可申請書提出済の団体のみ記載

17 日
18 月 古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室

は

、
「
次
は
日
本
タ
イ
ト
ル

を
返
上
し

、
東
洋
太
平
洋
の

王
座
を
狙
い
ま
す

。
」
と
力

強
く
宣
言

。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
通
過
点
に
過
ぎ
ず

、
目

標
は
世
界
王
座
で
す

。

　
き
か
ん
つ
こ
で
負
け
ん
気

の
強
さ
は
米
川
ゆ
ず
り

。
是

非
米
川
の
み
な
さ
ん
の
絶
大

な
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す

。

　

〈
観
戦
後
記

〉

　
東
洋
太
平
洋
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ト
級
の
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ

は

、
4
月
1
日

、
東
京
後
楽

園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す

。

ま
た
東
京
東
和
会
の
み
な
さ

ん
の
絶
大
な
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

。

　
投
稿
米
川
３
区
佐
藤
一
哉

東
洋
太
平
洋
ス
ー
パ
ー
ラ
イ

ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
情
報

　
金
民
旭

（
韓
国

）
①
戦
9

勝

（
７
Ｋ
Ｏ

）
１
敗

。

　
馬
ノ
足
の
ジ
ョ
ー
こ
と

、

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
岩
渕
真
也

（
草
加
有
沢
ジ

ム
所
属

）
が

、
2
月
1
日
東

京
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
王
座
防
衛
戦
で

、
3
度
目

の
防
衛
に
成
功

。

　
対
戦
相
手
は

、
同
級
1
位

細
川
バ
レ
ン
タ
イ
ン

（
父
が

ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
人

）
は

、
ス

ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
が
あ
り

、

同
級
最
強
の
挑
戦
者

。

　
試
合
の
序
盤
は

、
挑
戦
者

の
ペ
ー
ス

。
岩
渕
の
攻
撃
を

許
さ
ず

、
右
ス
ト
レ
ー
ト
を

的
確
に
顔
面
ヒ
ッ
ト

。

　
一
方
岩
渕
は

、
左
目
じ
り

を
切
り
な
が
ら
も
冷
静
に
反

撃
の
機
会
を
待
ち

、
5
回
か

ら
攻
勢

、
7
回
強
烈
な
左
ボ

デ
ィ
で
ダ
ウ
ン
を
奪
い

、
そ

の
後
も
優
位
に
試
合
を
展
開

し

、
8
回
2
分
０
秒

、
Ｔ
Ｋ

Ｏ
で
防
衛
に
成
功

。

　
東
京
東
和
会
の
み
な
さ
ん

観
戦
と
応
援
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　　
　
目
標
は
世
界
王
座

　
試
合
後
の
勝
利
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
馬
ノ
足
の
ジ
ョ
ー

馬
ノ
足
の
ジ
ョ
ー

3
度
目
の
防
衛

　
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

　
日
本
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ト
級

　
王
座
防
衛
戦

計

115 176

73

米川の世帯数と人口
女

188
164

平成２４年１２月末現在
計（人）男世帯数
356
331

179
２区

４区
５区 122

288
361

７区

42 70

８区
９区 73

113 128
78

110

136
1,370

115

行政区

101

６区

３区
156

90

168
167

80

１区
126

135

１０区

３月の予定

2,680

185
132

248
263
225
279
193

66

126
128
115

992 1,310

151

12 火

４月の予定

2 土

4 月

       編集後記 
 米川地域振興会では、平成25年2月1日、
ホームページを開設いたしました。 
 これまで米川新聞での情報発信が主で
したが、ホームページを開設したことで、発
信量の増大が可能となり、また発信領域
拡大ができました。 地域の行事・催し物、
大きな出来事、些細な出来事まで幅広く
情報発信し、地域活性化に繋げて参りま
す。どうぞご活用ください。 
 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

馬ノ足のジョーこと岩渕真也 

11 

21 

10 


